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宮添　輝美

eラーニング・教育工学分野 (Educational Technology) において博士論文研究を志す学生の他、
各自の博士論文研究にeラーニングや教育工学の要素を取り入れたいと希望する学生の研究活
動を支援する。

より具体的には、各自の研究課題においてeラーニング・教育工学的知見を広げたいと考える点に
ついて先行研究や研究課題の絞り込みなど、各自の希望や必要を踏まえて研究支援を行う。
<br>とりわけe-ラーニング・教育工学分野においては、人間を対象とする教育活動の分析や人間
を被験者とするウエッブツールの開発などが課題となるため、教育学的な慣習や知見を踏まえた
研究倫理や研究方法の精査が必要となる。　また、当該分野においては、英語を主とする外国語
文献の渉猟が欠かせないが、eラーニング・教育工学での研究発表等、文献調査の手順や理解の
サポートなど、少人数であれば細かな指導が可能と思われる。<br>担当者の現在の研究課題は、
eラーニング・教育工学の下位領域である学習デザイン（Learning Design)、遠隔教育学（Distance
Education)およびCALL(Computer-Aided Language Learning)にあるが、文理の境界領域あるいは
学際領域とも言われる教育工学においては、メディアと学びの変容に関し知見をともに広げてゆけ
るような方向を目指したい。

各自の研究課題に関連したeラーニング・教育工学分野の文献等

同上

各自の研究課題におけるeラーニング・教育工学的理解や実践応用の深まりをもって、本科目受
講の目標が達成されたものとみなす。


